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増田　耕太郎  会員
　毎年，１月は第２週目の土曜日の午後
１時から高校３年のときの仲のよいメン
バーでクラス会をやっております。今年
も１０日にやりました。今年の幹事は，
いつも例会の時にお世話していただいて
いる生嶋さんのお父様で，そう市会議員
の生嶋洋一君で，彼がロッパ会会長で，
つまり我々の恩師が古川先生というお名
前でそこから古川ロッパの名前を拝借し
てこういう会になっております。
　「よう！」「おう！元気やったか？」
「まあまあな！」「いやぁ，いろいろ
あってな～」といつも会は大いに盛り上
がり，午後１時に始まった会も，いつの
間にか２次会・３次会と・・・日はとっ
ぷり暮れて７時～８時に終わり，「ほん
じゃ又な～今度な。元気でやれよ！」と
別れるのが常でありました。
　ところが，今年の新年会はいつもと
違っていたのです。それは，仕事始めの
５日の朝９時頃の１本の電話が始まり
だったのです。電話を取った家内が「え
えっ！本当！うそ！ちょっと待って代わ
るから・・あなた大変，今同級生の○○
さんから，唯々さんが急に亡くなったと
の電話やから早く出て！」ということで
びっくりして話を聞くと，１月３日の夜
１０時頃家で飲んでから，ちょっと酔い
覚ましにといって家を出て１００ｍぐら
いのところで倒れ，ちょうど通りがかり
にそれを見た人が救急車を呼び，順心病
院に搬送されたものの，手当ての甲斐な
く５日の早朝に亡くなったとの連絡であ
りました。（くも膜下出血ということで
ありました）

　実は，倒れた３日の午後１時過ぎに私の
携帯電話に彼からの不在着信が入っており
ました。それに気付いたのは，４日の日
だったのです。１日経っているし，急用な
らすぐに又掛けてきていただろうし，どう
せ１０日の同窓会のことだろうと，のんび
り思って私から掛け直すことをしなかった
のです。
　まさか，そんな事になっていたなんて！
思わず絶句致しました。亡くなった友人
は，小さい頃から絵を書くのが大好きで，
大阪芸大を出て，油絵をやり，去年の秋に
は大塩の入り口，こちらから走っていくと
線路沿いの一番かかりにある納屋というか
倉庫を買い取って夫婦で手を加えて画廊に
作り変えて「ギャラリー大塩」として年末
にオープンしたばかりでありました。彼も
ここで自分の作品はもちろん，いろんな
方々の作品を展示してもらい，地域の皆様
の安らぎの場所にしたいとはっきり言って
おりました。
　１月６日の夕刻，お通夜に行きました。



御寺院は臨済宗ということで最初に「般
若心経」を上げられていました。
　話は少し変わりますが，私の１日のス
ケジュールの始まりは，ちょっと熱めの
朝風呂に入ってからまず，仏様に灯明を
上げて１日の終わりには今日もありがと
うございました・・とお経を上げてから
食卓につきます。私のところは，親鸞上
人の浄土真宗本願寺派です。前から気に
なることがあって，浄土真宗には「般若
心経」がないのですね。よくテレビなど
で写経の風景が映し出される場面があり
ますが，あのわずか２７８文字の中には
どういう教えが書かれているのか，大変
興味がありましていろいろな本を開いて
みたが良く分かりませんでした。西田さ

んにお聞きすればとも思いましたが，あ
まりお心を煩わせてもいけません。そう
こうしているうちに，本屋でパッと目に
飛び込んできた本がありました。それは
「１９９８年『尋ね人の時間』で芥川賞
を受賞し，２００３年に発売した写真詩
集『千の風になって』が話題を呼び，CD
シングル＆アルバム又DVDなどがロング
セラーになった，あの新井満さんが「般
若心経」が言わんとする教えのコンセプ
トをお年寄りにも，あるいは中学１年生
の少年少女にも分かってもらえるよう
に・・・と映像的に，わかりやすい言葉
に置き換えたという本を見つけました。
　今回は，この本を通して般若心経には
一体どういうことが書かれているかをお
伝えしたいと思います。

般若心経を朗読！
　おおよそこのように般若心経は決して虚無的で否定的な経典ではなく，むしろその反
対に貴賤上下の区別なく，どんな人生に対しても積極的で肯定的な意味を見つけ出し，
生きる勇気と希望を与え励ましてくれるお釈迦様からのメッセージであり，生きる力を
与えてくれる「命の経典」だということが分かりました。
　私は友人のお通夜で，心の中で思わずお坊様の声に合わせて般若心経を唱えておりま
した。喪主を務めた息子さんが，「父は常々人生は太く短くが口癖だった。一生懸命働
き，少しゆとりある時間が出来た今，大好きな絵を見ていただき又，いろいろな方の作
品を展示できる，小さくても温かみのある画廊を作りたいとの思いを叶え，１２月初旬
に私の誕生日にオープンセレモニーをやり，１月２日初詣から帰っ
て私が写していたオープン時のビデオを家族と見て一緒にビールを
飲みながら本当に楽しそうにしていた父でしたので，おそらく悔い
は残らなかっただろうと思っております・・・・。」と最後の挨拶
の中で申されておりました。
　新年早々，このような湿っぽい話で申し訳ありませんでしたが，
まさに「禍福は糾なえる縄の如し」と申します。今後もメンバーの
皆様方におかれましても日々，一日一生のつもりで楽しく元気で生
きていただきたいと思ってあえてお話をさせて頂きました。
　ご清聴を心から感謝致します。ありがとうございました。
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　皆さん，新年明けましておめでとうござ
います。例年ですと，新年１月の第一例会
が新年家族例会となるところでございます
が，例年日程重複のために新年家族例会に
出席できない方々がいらっしゃるため，今
年は日程を変更しております。従いまし
て，第二例会が新年家族例会となりまし
て，第一例会は，ホームグラウンドである当会場での開催となっております。
　さて，昨年末から話題になった派遣村で代表されるように，このところ景気が随分
と冷え込んでいるようです。また，年末から年始にかけて，天候の面でも随分と寒さ
が厳しくなってきております。しかしながら，景気にしても，天候にしても，これら
は必ず循環いたします。「冬来たりなば，春遠からず」です。前途に夢と希望を抱い
て，新年をスタートしたいものと思っています。
　ところで，本日より２００８～０９年度下半期がスタート致します。皆さんに支え
て頂きながら，折り返し点を迎えましたが，私自身一向に学習効果が上がっておりま
せん。下半期においても，相変わらずご迷惑をお掛けすることが多いとは思います
が，ロータリーの友情を持ちましてお許し頂きたく願っております。どうぞよろしく
お願い致します。

鹿間　行雄
新年おめでとうございます。本日から下半期がス
タート致します。よろしくお願い致します。

岡本　崇司・濱中　幹雄・都倉　達殊
田中　浩行・京谷　愼平・原田　義之
井野　隆弘・植杉成一郎・嶋谷　拓雄
新年おめでとうございます。

菱田　克己・澤田　孝彦・大森　千里
中谷　利幸・増田耕太郎・栗原　康高
中右　和宏
新年おめでとうございます。

竹原　俊三・大橋　卓司
増田さん，卓話たのしみにしています。

辻田　重恵
年末にもかかわらず，父の葬儀に多数来てい
ただき本当に有難うございました。
心より感謝申し上げます。

志方　正昭
本年もよろしく御願いします。
王彩麗さん，ようこそ！

廣瀬　明正
本年もよろしくお願いします。

内海　　薫
誕生日お祝い有難うございまし。

２月１１日（水） 

休　　会 
（祝日のため） 

２月７日（土） 

東播第２グループI.M. 
【ホスト 加古川平成R.C.】 

１月１７日（土） 

新年家族例会 
１８：００～２０：１５ 
於：ウェディングパレス 

鹿島殿 
【親睦委員会担当】 

１月２８日（水） 

創立メンバーによる 
卓　話 

【ロータリー情報委員会担当】 

プログラム予定 



理事・役員会議事録

報告事項： 出席報告　　（菱田　克己） （右記参照 ⑤）
会費納入状況（小林　久夫） １２月末　98.08％

議案事項：
1. １月，２月のプログラムの件（右記参照⑥）　
① １月１７日（土）新年家族例会の件【１月２１日（水）例会分】　……承認
② ２月７日（土）東播第２グループ I.M.【２月４日（水）例会分】
岡本幹事から概要説明があった

③ ３月１１日（水）合同例会の件《ホスト高砂青松R.C.》
中右プログラム委員長から概要説明があった

④ ３月１８日（水）職場例会の件
電源開発高砂発電所において実施することで承認

2. その他
① ２月理事・役員会会場変更　２月１８日（水）例会終了後
場所：ふれあいの郷生石　レストランにゅーはりま

② 「新世代の主張」収支報告の件
鹿間　美新世代委員長から報告（当クラブ負担額３０,６０３円）があり，承認され
た

③ 喜寿，米寿のお祝い
１月１７日開催の新年家族例会において該当者２名に行うことで決定
次年度以降も，新年家族例会において行うことに決定した

④ チェンライR.C.にマッチングランド事業遂行の為に，原田国際奉仕委員長が訪問する
ことが承認された
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⑤　出席報告 
１１月度 
１２月度  

１　月 ２　月 

⑥　１，２月のプログラム 

 

 ４ 

１８ 

休会（祝日のため） 

卓話　西田会員 

卓話　原田会員 
於：ふれあいの郷生石研修センター 
【国際奉仕委員会担当】 

２月７日（土）に変更 
東播第２グループ I.M. 
【ホスト  加古川平成R.C.】 

１１ 

２５ 

７ 

２１ 

卓話　増田耕太郎会員 

創立メンバーによる卓話 
【ロータリー情報委員会担当】 

１月１７日（土）に変更 
新年家族例会 １８：００～２０：１５ 
於：ウェディングパレス鹿島殿 
【親睦委員会担当】 

休会【定款第６条第１節（ｃ）による】 

１４ 

２８ 

クラブ名  日　時・場　所  変更内容  

2/12（木）⇒2/14（土） 西播第１グループI.M.のため 姫路中央ロータリークラブ 

第２４回　通算１３８８回
1. 回覧その他
①ロータリーレートが１ドル＝８８円になります。２００９年１月より
②国際ロータリー第２６８０地区 ロータリー財団委員会よりロータリーカード推進のお
願いが届いております。

③バーミンガム国際大会参加のご案内が届いております。
④日赤より献血状況が届いております。
⑤国際交流協会より国際交流通信が届いております。
⑥米山奨学委員長へ財団普通寄付金送金のお願い



ソ　ン　グ

４つのテスト

本日のゲスト

出 席 報 告

例会記録　2009.  1.  14（水）通算1464回
「君が代」「我等の生業」「歓迎歌」

記録委員長　中谷　利幸

米山奨学生　王　彩麗さん

12 月17日 会員数  52 名 欠席者 12 名 出席率 76.92％＜修正による＞
　（この内出席免除者9名）
  1 月14日 会員数  52 名 欠席者 19 名 出席率 63.46％
　（この内出席免除者9名）


